
九州大学大学院システム情報科学府同窓会会則 

 

第１章 総則 

（目的） 

第１条 九州大学大学院システム情報科学府同窓会（以下「本会」という。）は、会員の親

睦、人格の陶冶、学術の進歩及び本会の隆盛を図ることを目的とする。 
（事務局） 

第２条 本会の事務を処理するために、事務局を福岡市西区元岡７４４番地 九州大学大学

院システム情報科学府内に置く。 
（事業） 

第３条 本会は、第 1 条の目的を達成するために、次の事業を行う。 
 （１）同窓会名簿の発行 
 （２）その他評議員会が必要と認めた事業 

   第２章 会員及び会費 

（会員） 
第４条 本会は、次に揚げる者を会員とする。 
 （１）九州大学大学院システム情報科学府（以下、「本学府」という。）担当の教員 

 （２）システム情報科学研究科及び本学府担当の教員であった者 
 （３）本学府の学生 
 （４）システム情報科学研究科及び本学府の修了者等 

 （５）評議員会が推薦した者 
（会員の権利） 

第５条 会員は、第３条に規定する諸事業の対象者としての権利を有し、それに参画するこ

とができる。 
 （会員の義務） 
第６条 会員は、第１条の趣旨を尊重し、本会の事業に協力するものとする。 

２ 会員は、住所、職業、氏名及び勤務先などの変更があった場合、遅滞なくその旨を事務

局に届け出るものとする。 
（会費） 

第７条 会員は、入会の際に別に定める会費を納付しなければならない。 
２ 既納の会費は原則として返還しない。ただし、入学辞退による会費の返還については、

所定の期日までに九州大学に入学辞退の申し出があり、認められた場合に限り返還する。 

３．会費が未納である会員は、第５条に定めた会員の権利の一部に制限を受けることがある。 



 （除名） 
第８条 会員に本会の名誉を汚す行為があったときは、評議員会の議を経て、除名すること

がある。 
   第３章 役員等 

（役員） 

第９条 本会に、次の役員を置く。 
（１） 会長 １名 
（２） 副会長 ２名 

（３） 幹事評議員 若干名 
（４） 評議員 ２０名以内 
（５） 会計監査人 １名 

 （役員の選出） 
第１０条 会長は、システム情報科学府長とする。 
第１１条 副会長及び幹事評議員は、評議員の互選により選出する。 

２ 副会長及び幹事評議員の任期は１年とし、再任を妨げない。 
第１２条 評議員は、次に揚げる者とする。 
 （１）専攻を担当する教員の中から互選された者 各４人以内 

 （２）各専攻の学生の中から互選された者 各２人以内 
 （３）各専攻の修了者等の中から選出された者 各２人以内 
２ 評議員は会長が委嘱する。 

３ 評議員の任期は３年とする。ただし、本条第１項第２号に定める評議員については任期

を１年とし、再任を妨げない。 
第１３条 会計監査人は評議員以外の会員の中から選出する。 

２ 会計監査人の任期は１年とし、再任を妨げない。ただし、その任期は引き続き２年を超

えることはできない。 
第１４条 役員（第９条第１項第１号に規定する役員を除く。）に欠員が生じた場合の任期

は、前任者の残任期間とする。 
 （役員の職務） 
第１５条 会長は、本会を代表して会務を総括する。 

２ 副会長は、会長に事故あるいは欠けた時、その職務を代行する。 
第１６条 幹事評議員は、庶務・会計・同窓会名簿の編集等の事務を分掌する。 
第１７条 会計監査人は、本会の会計について監査する。 

   第４章 会議 
 （会議） 



第１８条 本会の会議は、総会、評議員会及び幹事会とする。 
 （総会） 

第１９条 会長又は評議員会が必要と認めたときは、総会を開くことができる。 
２ 総会の議長は、会長がこれにあたる。 
３ 総会の議事は、出席者の過半数で議決する。 

 （評議員会） 
第２０条 評議員会は会長が召集し、その議長となる。 
２ 評議員会は、本会の予算、決算、会則に関すること、その他重要な事項を審議する。 

３ 評議員会は、評議員の２分の１以上の出席により成立する。 
４ 評議員会の議事は、出席者の過半数で議決し、可否同数のときは議長の決するところに

よる。 

５ 略式評議員会は、第１２条第１項第１号に規定する教員の評議員をもって組織し、議事

は出席者の３分の２以上をもって議決する。 
６ 会長が認めたときには、略式評議員会をもって評議員会に代えることができる。 

７ 略式評議員会の議にかかわらず、評議員の３分の１以上の書面により要請があれば、会

長は評議員会を召集しなければならない。 
８ 会長が必要と認めたときは、評議員以外の者の出席を求め、意見又は説明を聞くことが

できる。 
 （幹事会） 
第２１条 会長は、必要に応じて幹事会を召集することができる。 

   第５章 会計 
第２２条 本会の会計年度は、毎年４月１日から翌年３月３１日までとする。 
２ 本会の事業並びに運営に要する経費は、会費、寄附金、その他の収入による。 

３ 重要な財産を処分又は予算外に支出する場合は、評議員会の議決を得なければならな

い。 
   第６章 支部 

第２３条 本会は、支部を置くことができる。 
２ 会員が支部を設置するときは、代表者を定め、支部規則及び支部会員名簿を整えて、会

長に報告するものとする。 

３ 支部は、本会と連絡を密にし、相互の状況を支部会員に周知しなければならない。 
   第７章 会則 
第２４条 本会則を改正するには、評議員会において出席者の過半数の議決を得なければ

ならない。 
２ 本会則に定めるもののほか、必要な事項は別に定める。 



   附 則 
 この会則は、平成１０年３月９日から施行する。 

   附 則 
 この会則は、平成１１年５月３１日から施行する。 
   附 則 

 この会則は、平成１２年４月２５日から施行し、平成１２年４月１日から適用する。 
   附 則 
 この会則は、平成１６年４月１日から施行する。 

 附 則（平成１９年５月７日） 
この会則は、平成１９年４月１日から施行する。 
 附 則（平成２１年２月２４日） 

 この会則は、平成２１年４月１日から施行する。 

 この会則施行後最初に委嘱される第８条第１項第１号の評議員６人のうち４人の任期は、

同条第３項本文の規定にかかわらず、２人は２年とし、他の２人は１年とする。 

 附 則 
この会則は、令和２年５月２２日から施行し、令和２年４月 1 日から適用する。 
  附 則 

この会則は、令和３年５月６日から施行し、令和３年４月１日から適用する。 



九州大学大学院システム情報科学府同窓会細則 

施  行：平成１０年 ３月 ９日 

最終改正：令和 ２年 ５月２２日 

 
（目的） 

第１条 この細則は、九州大学大学院システム情報科学府同窓会会則（以下、「会則」とい

う。）第２４条第２項の規定に基づき、本会の事業に関し、必要な事項を定めることを目

的とする。 
（会員及び会費） 

第２条 会則第４条第１項第１号及び第２号に規定する教員とは、教授、准教授、講師、

助教、准助教及び教務助手をいう。 
２ 会則第４条第１項第４号に規定する修了者等とは、修了者とそれに準ずる者をいう。 
第３条 会則第７条第１項の会費は、３，０００円（終身）とする。 

（役員） 
第４条 評議員及び会計監査人の選出は、毎年３月中に行い、その任期は４月より始まる。 
２ 副会長及び幹事評議員は、毎年４月中に選出するものとし、その後任者が決定するまで

は前任者がその任に当たる。 
３ 役員（会則第９条第１項第１号に規定する役員を除く）に欠員が生じた場合は、その選

出方法に基づき後任者を補充する。 

 （幹事会） 
第５条 会則第２１条に定める幹事会は、副会長及び幹事評議員をもって組織する。 
２ 幹事会は、会長の命を受け、会務を掌理する。 

３ 幹事会は、会務を遂行するため必要がある場合は、委員会の設置を会長に申し出ること

ができる。 
 （委員会） 

第６条 会長は前条第３項の申し出を適当と認めるときは、委員会を設置することができ

る。 
２ 委員は会員のうちからこれを委嘱する。 

（予算） 
第７条 会計年度内の収入及び支出は、当該年度の予算書によって執行する。 
２ 予算は、原則毎年４月中に評議員会を開き決議する。 

（事業） 
第８条 同窓会名簿の編集に関し、編集担当の幹事評議員は各研究室に協力を求めること

ができる。 

（改正） 
第９条 本細則は、評議員会の承認を経て改正することができる。 



   附 則 

 この細則は、平成１０年３月９日から施行する。 
   附 則 
 この細則は、平成１１年５月３１日から施行する。 

   附 則 
 この細則は、平成１２年４月２５日から施行し、平成１２年４月１日から適用する。 
   附 則 

 この細則は、平成１６年４月１日から施行する。 
   附 則 
 この細則は、平成１８年６月１日から施行し、平成１８年４月１日から適用する。 

 附 則 (平成１９年５月７日) 
 この細則は、平成１９年４月１日から施行する。 
 この細則の施行日前の助教授及び助手の職種は、改正後の細則の准教授、助教並びに准助

教の職種とみなす。 
   附 則 
 この細則は、令和２年５月２２日から施行し、令和２年４月 1 日から適用する。 

  



○ 申し合わせ事項（平成 10年 3月 9日） 

 総合理工学研究科同窓会会員のうち情報システム学専攻修了者等に関する名簿の管理は，

理学系については情報理学専攻が，工学系については情報工学専攻と知能システム学専攻

とが引き継ぐものとする。 

工学研究科電気工学専攻，電子工学専攻，情報工学専攻修了者等に関する名簿の管理は，

電気電子システム工学専攻，電子デバイス工学専攻，情報工学専攻，知能システム学専攻が

引き継ぐものとする。 

 

 

○ 申し合わせ事項（平成 21年 4月 1日） 

 改組前の専攻修了者等に関する名簿管理は、改組後の関係専攻が次のように引き継ぐも

のとする。 

 情報理学専攻は情報学専攻が引き継ぐ。 

 知能システム学専攻及び情報工学専攻は情報知能工学専攻が引き継ぐ。 

 電気電子システム工学専攻及び電子デバイス工学専攻は電気電子工学専攻が引き継ぐ。 

 

 

 

 


